
２０１４年度 年主題〈あふれる愛-これからもともに-〉

0･1･2歳児５月主題 「わくわくするね」 3･4･5歳児５月主題 「おもしろい」
月のねがい 月のねがい

◎園生活に慣れ、安心して過ごす ◎遊びを楽しむ中で、自分の気持ちを伝えようとする

◎保育者や身近な友だちと好きな遊びを楽しむ ◎身近な自然・生き物や様々な素材にふれる

◎さんびかに親しむ ◎聖書の話やさんびかに親しむ

５月の献立 青文字は保育園のみのメニューです。午前おやつメニューは０．１．２歳分です。

日 曜 内 容 午前おやつ 午後おやつ

１ 木 牛乳、白ご飯、白身魚のカレー風味揚げ、せんｷｬﾍﾞﾂ、ｺｰﾝｽｰﾌﾟ、オレンジ 牛乳、クッキー スキム、ﾎｯﾄｹｰｷ

２ 金 牛乳、タケノコご飯、生姜焼き、浅漬け、みそ汁、ヨーグルト 牛乳、バナナ スキム、食べるｲﾘｺ

７ 水 白ご飯、鮭の味噌マヨ焼き、ナムル、野菜スープ、バナナ 牛乳、野菜ｽﾃｨｯｸ 麦茶、ｽﾅｯｸ菓子

８ 木 牛乳、カレーライス、新玉ねぎのサラダ、福神漬、りんご 牛乳、パイ菓子 ｽｷﾑ、ふかし芋、ﾊﾞﾅﾅ

９ 金 牛乳、白ご飯、魚のあんかけ、おかか和え、みそ汁、ヨーグルト 牛乳、サブレ ｽｷﾑ、ｺｺｱ蒸しｹｰｷ

１０ 土 白ご飯、春巻き、枝豆、中華スープ、オレンジ 牛乳、卵ボーロ ﾔｸﾙﾄ、ｽﾅｯｸ菓子

１２ 月 牛乳、食パン、春野菜スパゲティ、チキンスープ、バナナ 牛乳、ウエハース 麦茶、おにぎり

１３ 火 牛乳、白ご飯、ひじきの煮物、千草焼き、フルーツ缶 牛乳、せんべい スキム、W ポテト

１４ 水 炊き込みご飯、ちくわの磯辺揚げ、酢の物、みそ汁、ﾐﾆｶｯﾌﾟｾﾞﾘｰ 牛乳、ﾋﾞｽｹｯﾄ スキム、ﾒﾛﾝﾊﾟﾝ

１５ 木 牛乳、白ご飯、ふりかけ、焼き魚、カボチャサラダ、あおさ汁、オレンジ 牛乳、パイ菓子 ｽｷﾑ、たこ焼きﾎﾞｰﾙ

１６ 金 牛乳、白ご飯、竜田揚げ、甘酢和え、みそ汁、ヨーグルト 牛乳、オレンジ スキム、カステラ

１９ 月 牛乳、食パン、シーフードシチュー、ゴマ和え、りんご 牛乳、卵ボーロ スキム、みたらし団子

２０ 火 牛乳、白ご飯、鶏肉のレモン煮、春雨サラダ、みそ汁、バナナ 牛乳、クッキー スキム、ゼリー

２１ 水 白ご飯、すり身揚げ、ゆでアスパラ、みそ汁、ヨーグルト 牛乳、りんご 麦茶、スナック菓子

２２ 木 牛乳、白ご飯、筑前煮、味噌サラダ、イチゴ 牛乳、ウエハース スキム、クラッカーサンド

２３ 金 牛乳、しそご飯、煮付け、マカロニサラダ、みそ汁、オレンジ 牛乳、ｽﾃｨｯｸﾊﾟﾝ スキム、アンダギー

２４ 土 白ご飯、ムニエル、ほうれん草ソテー、わかめスープ、バナナ 牛乳、野菜ｽﾃｨｯｸ ヤクルト、スナック菓子

２６ 月 牛乳、食パン、アーモンドフライ、せんキャベツ、みそ汁、ヨーグルト 牛乳、バナナ スキム、白玉ﾌﾙｰﾂ

２７ 火 牛乳、白ご飯、豚肉と根菜の煮物、レモン醤油和え、りんご 牛乳、サブレ スキム、人参ケーキ

２８ 水 ～～ お弁当の日 ～～ 牛乳、卵ボーロ 麦茶、スナック菓子

２９ 木 牛乳、青菜ご飯、五目うどん、カリカリじゃこサラダ、バナナ 牛乳、クッキー スキム、芋かりんとう

３０ 金 牛乳、白ご飯、ドライカレー、野菜サラダ、オレンジ 牛乳、パイ菓子 スキム、フルーチェ

３１ 土 白ご飯、鮭の照り焼き、ブロッコリー炒め、みそ汁、りんご 牛乳、ウエハース 麦茶、クロワッサン

都合によりメニューが変わる場合があります。ご了承下さい。※０．１．２歳は月曜日も白ご飯です。

足のお父さん指に力を入れて!!

入園式が終わるとさっそく田植えです。めいろうこども園(姉妹

園）に出かけて行って年長児がチャレンジしました。

この日はお天気も良かったので、裸足になることには抵抗はあ

りませんでした。田んぼの中にはいるのは初めてなので、ぐらぐら

しながら足を運んでいきました。先生が「お父さん指に力を入れて

歩いてごらん!!」 と声をかけると、「え～？力が入らない！」と女
の子たち。頭の中で一生懸命考えながら歩いているようでした。

何回か足慣らしをして、細い苗をもらって身をかがめて植え付

けます。バランスを崩さないようにゆっくりゆっくり・・・。子どもたち

はもう必死です。

子どもたちが 時間をかけてや

っと一苗植えた とき、小倉先生が

すいすいすいと 手慣れた様子で

一列苗を植え付 けると、子どもた

ち か ら 「 す ご い！｣ の声が。プ

ロ級の作業にほ れぼれの子ども

たちでした。

お父さん指に力を入れて歩くことの難しかったこと。足が真っ

黒になったこと。アメンボやおたまじゃくしをいっぱい見つけたこ

と。お米の苗の小さかったこと。苗が田んぼの中で泳いだこと・・・

などなど、ちいさなタイヘンをたくさん体験して帰ってきました。

行きは園バスに乗せてもらいましたが、帰りは小牧のタケノコを

探しながら歩いて園に帰りました。さすがは年長さんです。歩く姿

もたくましく、楽しみながら帰ってきました。もちろんその日の給

食は、みんなあっという間に完食でした。

｢太陽の光と土の中の栄養をもらって、ぐんぐん成長する苗を時

々は見に行こうね！｣と約束しました。９月のおにぎりパーティー

で食べるお米の収穫を、今から皆で楽しみに待っていたいと思い

ます。 副園長

５月の行事予定

8~19 日 家庭訪問

16 日(金) 歯科検診（保育園）

17 日(土) 春の親子遠足

父母の会総会

20 日(火) 給食試食会(のぞみ組)

21 日(水) 歯科検診（幼稚園）

22 日(木) 給食試食会(あい組)

27 日(火) 内科健康診断

29 日(木) 誕生会 4・5 月生れ

６月の行事予定

7 日(土) 家族の日参観

11 日(水) 海あそび

19 日(木) 誕生会 6・7 月生れ

25 日(水) 海あそび

今月の聖句 「あなたの若い日にあなたの創造者を覚えよ」

上記出典は旧約聖書コヘレトのことば 12 章１節からです。紀元前 1000 年ごろのユダヤの王ソロ
モンのことばです。以後、ユダヤでは家庭教育の垂訓として大事にされ，今日ではイスラエル国民の間
で大事な「子育てのバイブル」とされています。日本流に言い換えれば「三つ子の魂、百まで」ということ
わざと同じです。
さて、今日、大脳生理学の研究によると、満３歳ごろまでに思考・行動を決定付ける脳細胞６０億

個の９０パーセントがこの時期に出来上がり、満２０歳ぐらいでほぼ完成し、以後徐々に死滅するとい
うことです。つまり、人間が人間として生きるためのすべての必要条件が３歳から９歳ぐらいで出来上がる
ということです。
まさに、あなたの若い日（幼児期）にあなたの創造者（天地万物の創造者、すなわち神）を覚えよ

（信じなさい）は、本学園の建学の精神でもあります。学校教育法で「幼児教育は義務教育およびそ
の後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与
えて、その心身の発達を助長することを目的とする。」とあり、家庭と教育関係者が協力して築き上げる
崇高な勤めです。西郷南州も「やんちゃほど可愛がれ」と教えました。こどもの「やんちゃ」は好奇心の
現れ、大切にしてあげましょう。園児のみなさんとそのご家族の上に、永遠のいのちの恵みが神様から
与えられますように。 前理事長 池田公榮
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